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6 相互委託工事は工場相互間で行うもので， 設備および能 ならない。

力の l誕l係で工事の一部を他工場に委託する j~}合に起る。 通常大 工事命令~Í'は工場長のIfl:談後担当課長に回付 され，担当線長

規艇の工場が主として受注工場となる。 Jli向 :111品等の製作はがj はそれによ って工事通告券を発行して施工職場長に通知l を l.Uす。

認の l~j' R，主品製作工事で純i工していったん It-î'政品に受入れ， 保管 工事通告券は， 工事命令券 I 件に対し少な く とも l 通以上， JI1 

転換の手続によ って処理する。 阿製作工耶のように大きな工事になると，工事に比例して発行

7 蓄電池工事は従来事電区で施工していたが， 昭和 27 年以 枚数が爪'大するのが通例である。記放される事演は工作帯号，

米工場に移 っ たもので，車両 ・ 自動車 ・ 帯電池111 ・ 手提灯 ・ 合 件名(工部命令券の件名が職場月IJの工事に制11日 IJ されたもの) ， 数

日目灯mの務電池修絡を内容とする。すなわら命脈のつきた慈賞i iii:等である。工IIIl命令券は複写式で， 正;，111控の 3 )t ~凶が通常灯1

1也を分解し ， lJ量販その他付属品をI民総えて新品問機のものを製 いられている。工事通告券は 2 片1IiiJが多いようである。この間

作している。工程中で古筏板を鉛の粉と く ずとに仕訳し， 鋳造 者は工事法成と同時に発行者に戻され，工事落成の通知1にj刊い

して騒板その他の部品に再生するのが主裂の目的となっている られる。

ものである。 1 0 工場がこの工事を施行している。 施工券は工事通告苦手にも と づき ， 職場長が技工に施行命令を

8 鋳物工事は鋳物製品を生産する工IJr.で ， 製品の flli類には するのに用いられる。胞工券の様式についても工島j長が規定す

鈎Ø9i ， 鋳鋼，背銅， 白メタノレ，アノレミ ユウム絡が;!i，る。鋳物工 ることにな っ ているこ とは吉íjにも 記したが，機式中にはつぎの

IJrは 26 工場中 22 工場が大なり 小なり 設fi/liを持っているので， 事項が必裂に崎、じ記i放されなければならない。

鋳物くずはすべてこれらの工場に集めて ， くずの利用がはから (1) 施工券番号 (2) 工事通告券脊号 (3) 工作存号 (4) 

れるのである。現在ではきわめて僅かの日級鋳物製品が市場か 工事件名 (5) J I工問寄号 (6) 施工数量 (7) 単位 (8) 指定

ら lùYi入されている。 人工 (9) 単人工の決裁寄号 (10) 1主計i番号 (11) 工事製領。

9 製材工事は購入した Jj五木をHJいて所裂の柱や板:m (111同 施工券についてこのように細目を記載するのは，項目を見て

fFJ)を生産するまでの工事で， 柱や板野1にかんなをかけ， 羽目 もわかるとおり 3 目 的を持たせる必裂からである。すなわち第

板に加工する機械作業は， 製材工事には編入しないで，貯桜品 l に施工命令であるこ と，第 2 は工作番号別の工事人工計 分ーの

製作工事で取扱い，原価計算もその区分によ っ て行われている。 もととするものであり ， 第 3 は加算給支払の計算のもととする

現在旭川， !llj:岡 ， 土崎， 新津， 大井， 大宮， 長野， 名古屋， IZ のである。第 3 の目的から見れば一極の金券ともなるのであっ

砂， 多度津， 駁生，小倉，凶鹿児島工場がこの工事を施行して て ， 紛失誤記等は厳重に注意されなければならないものである。

いる。 工事が完了すれば製品の務成検査ののち， 検査担当者の揃印を

10 間接工事は工場施設の保守 ・ 移設およひ.小改造，作業刑 事1' し経理担当の抱!!に図利 され， そこで集計事務が進められる。

総具の干iIì修および研摩， 術品の修磁L 誤作品の手紅しあるいは 最後は一括 して経副担当の隷において保~éfするのである。 (中嶋

代品の製作を工場直営で施工する工IJï.で ， 大部分は自工場の施 DJ) 

工であるが， ときには他工場に委託して施工する湯合もある。 こうじかんじよう 工事勘定 国鉄の固定資産の新設 ・ 改良

外部の部負で施工する場合は含めない。限作とはいわば仕損 じ および取替に裂する経れの計算司およびこれに伴なう 固定資産の

の同級認で， 製品が検査に合格しなかった場合，い っ たんは検 制加lの過程を記録計 Zìーする勘定。工~Jç勘定は会計 上i'i'íJl:勘定と

査に合協 しでもつぎの工程できず(鋳物の栄の例)が発見されて 呼ばれ， 工IJI収入と工事経質に区分されている。工事経ïJ'(は回定

不合格と なった場合その作業をいうのであ っ て ， 従業員の賀任 資産の新設 . WI設 ・ 改良およひ.更新に嬰した経放を記録盤!'.l!す

の有!!!t，図商lの適否等には関係な く，検査の結果;不合憾であれ るために設けられた勘定科目であって ， 直接工事政と間接工事

ばすべて誤作の扱とする。製材製品の乾燥中の削れも誤作であ ïJ'，で椛成されている。これらの工事政が固定資産の価舗を附成

る。ただし鋳物製品にあっては， 最初Jの検'I't不合絡は誤作とし する突際の版印iである。また工事収入は建設 ・ 改良工事による

ないで， 鋳直しの材料として使用する ことに規定している。 施設の完成日およひ.未完成 l高を間定資産に編入するとき ， 経吹

以上のような各極各様の工事の取扱を処理する必要から ， 工 相当額を記録絵辺!するため， 見返りとして設けられた勘定科目

場長は各自工事取扱に|刻する手続を制定しなければならないと である。この資産仮桜の場合には間接工事政は，予定例掛衆率

工場経恋!規程に規定している。工場における手統は， 各工境の (間接q'(梁率)をも っ て直接工事政に賦課されるため， 3]尖の工

規模や工事の極類(蓄電池， 鋳物， 製材を持たない工場もある) 事経ïj'(と工 l Jj:収入の矧は年度末において通例一致しない。こ の

によ っ て多少ちがうのであるが， っき.の点については必ず規定 場合工事収入が工IJï.絞 ïj '，に くらべて多縦のときは工事制鋳乗率

しなければならない。 が予定にくらべて日きに過ぎたためであり ，したがって固定資

( 1) 工事命令券の作成者 ・ 様式および工IJj:主竹区分の指定 産佃i絡が過大に計上されたこととなるので， これを修正するた

(2) 工事計画訟の作成 (3) 工事通告券の機式 ・ 発行者および め総括決算箇iiJî'において，この差額についてi't方に未整理負m

その区分の指定 (4) 工事落成手順の指定 (5) 施工券の様式 (工事)の勘定科目をもって表示 し， 固定資産価額を低減する捕

の指定 (6) 雑役作業の施行手続。 置をとるとともに，借方に工事収入を滅却する措置としてその

工事施行の事務的処理をのべると ， まず工I]l施行を裂する と 差額損替叙に計上する。しかして翌事業年度における工事来率

きは担当箇所が工事命令券を作成する。これにはif?!求者，工事 算定の際に，その工事収入がこの金額だけ減少するよ うに衆率

件名，所嬰月日，予定工事政， 工作番号・~~の必要事項が記載さ を低目に設定する措1i1を とる。かくて 2 事業年度を通じて固定

れる。 工事番号とは工事の経理容号であるが， 同 IfJj に新工作祷 資産は正当官í1により 表示されることになる。反対に工事収入力三

号を設けることは，新規の工事に着工させる命令そのものとい 工事経引にくらべて少ないとさは， 固定資産1同級がja少に昔|上

って もよく ， いし、かえれば工作番号のない工IlHì絶対にないの されたことになるので， 借方は未整理資産(工事)として盤!'.l!し，

であり ，人工計算， 材料費計算その他ー迎のJi;(ijll問算はすべて fi:方には工事収入ー差紙振替額を計上する。この場合は翌年度

工作番号によ っ て必要の号|数が整理されるのであるから ， 関係 において工事訓掛深率を釘定する場合にその工事収入をこの金

者全Aによく知らせ， jI!!!誤をまねかないよう徹底させなければ 額どけ別加lさせるように衆率を高自に設定する tfJ置をとる 。 こ
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